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概要 
教学における異文化体験が、,無意識下に潜む自らの数学文化を自覚させ,その文化の一層の

進展に貢献する好機とみて,それを数学の文化釣視野の覚醒と呼んだ。本稿ではその意義と

方途を,文化人類学、教室文化、数学史の利用研究を参照する中で例証した｡特に、数学が人

の営みであるという意味での文化的視野を覚醒させる上で、自文化が適用しない体験を伴

ったカルチャーショックと,他者の立場やその世界において考えてみるという解釈学的態度

が有効であることを指摘した。 
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1.はじめに

魚は自分が水の中で暮らしていることを普段

意稚しない｡意熊できるのは,釣り上げられた

時である｡これはLeman,S.(1994)が数学教室

における文化を開度にする際に取′り上げた喰え

である｡そこには,我々は,普段,自らの文化

を意稚することなく文化的営みを行っていると

いう前提がある｡この喰えは,その文化的営み

を相対的に意淋し,反省する契機が異文化体験

によって与えられること,その異文化体験が,･

このような世界もあったのかという驚き,カル

チャーショックを伴った体験であることを示唆

している｡同時に,多くの魚類が空気中で暮ら

せないという現実は,異文化-の適応が容易で

ない危機を伴うこと,連応には意図的 ･組織的

教育が必要になることを示唆している｡

新設された｢数学基礎｣では,r教学と人JWとの
かかわクや,社会生潜において数学が果たして

いる密封につりてこ野解させ,数学に対する男

鹿･静心を高めるとともに,数学的な見方や考
え方のよさを帯放し数学を活用する態度を育て

る｣ことを目標としている｡イタリック部分は,

数学を人の文化的営みとして理解し,数学観の

変容を促すことを求めている｡本姶文の目的は,

このような求めに上述の喩えにみられる異文化

体験が寄与することを確離することである｡そ

の目的に対して,本論文では,異文化体故を自

らの文化的営みを明らかにする行為とみなし,

先行研究並びに筆者自身の研究を参府すること

を通じて,数学学習における異文化体験の意義

と方策を明らかにする｡･そして,数学を人の文 ~~

化的営みとして理解し,数学観の変容を促す上

で異文化体験が貢献し得ることを例証する｡

以下,まず異文化体験の意味をH&11,E.の文

化論を通亘て文化的視野の覚醒として特定する｡

次に,数学教育においてもそのような異文化体
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かを拍赫している｡

4)ここで共時的な文化とは,公共生活における数学

の役割,経済,技術,科学そして文化における数

学の役割,そしてそれらに付随したイメージを指

すわけだが,Jahnkeはそれらと同等に,教室に

おける対話や活動をも意味するとみなしている｡

5)Jalmkeは,通時的な文化は,歴史を通じての公

共生活における数学の役割,経済,技術,科学そ

して文化における教学の役割,そしてそれらに付

曝したイメージ諸要素の発達を指すばかりでなく,

共時的な文化と学習者の生活や思考と関係付ける

必要があるとみなしている｡

6)解釈学の方法論をテキストに限定せずに,広範に

漣用しようとするJAbkeの志向性は,ガダマ-/
以後のドイツ肺 学に整合的と解される｡すなわ

ち,Jalmkeがここで南岸にする解東学的営みは,

今日の解釈学において典型的な見方であると考え

られる｡
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